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残留PVAc糊の除去における亜臭素酸ナトリウムの効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東学院女短大

〔(社) 日本家政学会

渡辺紀子

　【目的】　近年、家庭における糊付けは、取扱いやすさからエマルジョンタイプのポリ酢酸
ビニル( PVAc)糊料が多く用いられている。しかし、PVAcを用いて「糊付け一加熱一洗濯」

の処理を繰り返すと共に、PVAcは布に残留し、布地の硬化や粒子汚れの付着を促進するな

どの影響が確認されている。そこで、本研究では残留したPVAcを除去するため、亜臭素酸
ナトリウムを用いて、効果的な除去条件を検討した。

　【方法】糊料：市販カチオン系PVflc糊、試料布：綿353;／ポリエステル65%混紡平織布□

40）,亜臭素酸ナトリウム:NaBrOsヽ3H2O (｡純度94.8!!;)の黄色粉末（､日本シリカエ業（株）
製）.糊抜き方法：「糊付け一加熱一洗濯－すすぎ一乾燥」の1サイクルを5回繰り返した

ものを糊付布とし、ビーカー法で処理を行った。各緩衝液を一定温度にした後、秤量済み

のNaBrO2･3H2Oをいれた直後に糊付布をいれ撹挫処理を行う。すすぎはlOOnlの純粋で1分

間、3回繰り返した。　糊抜き率の評価：処理布はヨードほう酸飽和水溶液で20分間呈色後、

純水lOOmlで1分間3回すすいだ後、自然乾燥し、48時間後に表面反射率(530nni）を測定し、
糊抜き率を計算した。

　【結剰　PH効果: PH7.0～8.2の領域では糊抜き率は低いが、PH8.8以上では高くなる。

温度効果:HaBrOs 0.5%,30分処理における20～60°Cの糊抜き率は、40°Cで最も高く、それ

以上の高温処理では低下した。また、4 0°C以上で低下する傾向は、処理液のPHが低いほど

大きい。これは、NaBrOpの自己分解が促進されたものと推測される。また、NaBrOp水溶液
中におけるPVAcの重合度変化についても検討した。
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次亜塩素酸ｈの漂白効果に及ぼすﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙ型界面活性剤の影響（第2報）
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目的　綿・麻・合繊用漂白剤として汎用されている次亜塩素酸Na系漂白剤は強力な漂白力

を有するが基質に対する影響も強いことから使用条件の選択が重要である。演者らは繊維

の損傷を少なくするために，処理浴に界面活性剤を添加することによって漂白剤の使用量

を削減する方法を検討したところｱﾆｵﾝ界面活性剤の中ではﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙ系界面活性剤が有効で

あること見いたした。そこで本報ではこの系における界面活性剤の作用機構および漂白剤

と界面活性剤共存系の安定性について検討した。

方法　漂白剤としては次亜塩素酸Naを主成分とする市販漂白剤を用い，界面活性剤として

は日本ｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄｴ業製のﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙ型界面活性剤SLP-N.DDP-10,TDP-10.DNPP-4を用いた。汚

れﾓﾃ陥として抜染性の良いC.I.Direct Red 2を，基質ﾓﾃﾞﾙとしてｾ闘ｱﾝ膜を用い，予め一定

の濃さに調製した１枚の染色ﾌｨ以（またはぴったり重ね合わせた５枚のﾌｨﾙﾑ）を種々の条

件下において漂白し，漂白前後の吸光度変化から漂白効果を検討した。漂白実験は前報と

同様に漂白用のij"'ﾗｽびんを恒温振堕機に取付けておこなった。

結果　１枚のﾌｨﾙﾑを用いて漂白剤のみを用いて実験したところ使用した漂白剤のしみ抜き

の標準濃度O.IOISで4 0°C,30分間処理をすると約30!{、o.ouでは約20%の染料が消失した。

そこで標準濃度の処理浴に対して，SLP-Nをo.ou添加すると60!$の染料が消失し0. 10%では

50%であった。同様に　DDP-10を0.10%添加すると90rTDP-10またはDNPP-4をo.io;s添加する

と80%の染料が消失した。これらの処理浴のPHは7.1, 7.8，6.6であった。5枚重ねﾌｨﾙﾑの

実験から界面活性剤を添加すると漂白剤の拡散が著しく促進されることがわかった。


